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＜研究紹介＞ 

研究プロジェクト（2013–2025）を俯瞰する： 

文化の変容・名前・自尊心 

A brief overview of research projects (2013–2025):  
Cultural change, names, and self-esteem 

荻原祐二*

Yuji Ogihara 

概要 

本論文では、著者が筆頭研究者としてこれまで行ってきた、複数の研究プロジェクト

（2013–2025）の概要を説明し、その相互の関連を整理することで、研究プロジェクトの

全体像を俯瞰した。著者はこれまで大きく分けて、（1）文化の変容が心理に与える影響

（特に、日本文化の個人主義化に伴う不適応問題）、（2）文化の変容、（3）名前、（4）自

尊心の年齢差、について研究を行ってきた。中核のプロジェクトは、文化の変容が心理に

与える影響を明らかにすることであり、そのために、文化の変容・名前・自尊心の年齢差

に関する研究を連携プロジェクトとして行ってきた。 

 

Abstract 

This article briefly explains some research projects that the author has conducted as a principal 

investigator between 2013 and 2025 and shows their connections, providing a big picture of the 

research projects. The author has conducted research mainly on (1) how cultural changes affect 

human psychology and behavior (especially ramifications of changes toward greater individualism 

in Japanese culture), (2) cultural change, (3) names, and (4) age differences in self-esteem. The 

core project is to clarify how cultural changes affect human psychology and behavior, and for this 

purpose, satellite projects on cultural change, names, and age differences in self-esteem have been 

advanced.  
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本論文では、著者が筆頭研究者として 2013 年から 2025 年までに行ってきた、複数の

研究プロジェクトの概要を紹介し、その相互の関連を概観する。一般的なレビュー論文で

は、理論や学術的なまとまりごとに、研究が整理され説明される†。一方で本論文では、

 
* 青山学院大学教育人間科学部心理学科（Department of Psychology, College of Education, 
Psychology and Human Studies, Aoyama Gakuin University） 
† 著者もこれまで 5 本のレビュー論文を公刊してきた（Ogihara, 2017, 2018a, 2025d; 荻原, 2023a, 
2025）。理論や学術的なまとまりごとの研究の詳細は、これらのレビュー論文を参照のこと。 
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著者のこれまでの研究をプロジェクトごとに整理し、概観する。 

著者がこれまで行ってきた研究は、大きく捉えると以下の 4 つのプロジェクトに分け

ることができる（他にも、個人主義の地域差（Ogihara, 2020b1）や、対人関係におけるコ

ントロール方略（荻原他, 20132）などの研究も行ってきたが、プロジェクトと見なすには

論文数が少ないため、ここでは取り上げない）‡。 

（1）文化の変容が心理に与える影響（特に、日本文化の個人主義化に伴う不適応問題） 

（2）文化の変容 

（3）名前 

（4）自尊心の年齢差 

そして、この 4 つのプロジェクトの関連を図 1 に示した。中核（コア）プロジェクトは

「文化の変容が心理に与える影響」で、それ以外の 3 つは中核プロジェクトを進めるた

めの連携（サテライト）プロジェクトとも言える。 

図 1 研究プロジェクトの全体像（著者作成） 

 

以下に、各プロジェクトの概要と、その相互の関連について簡潔に説明する。本論文の

目的はプロジェクトの全体像を俯瞰することにあるため、各プロジェクト・研究の詳細な

説明は別の機会に行うこととする（または、各プロジェクトの論文を参照）。また、理論

ベースの説明には理論の背景や知見の意義等を含めた詳細な説明が必要となるため、本

論文では現象ベースで研究を紹介する。 

 

Ⅰ．文化の変容が心理に与える影響 

１．概要 

このプロジェクトでは、文化の変容が心理に与える影響、または文化の変容とその心理

的帰結について明らかにしてきた。その中でも、日本文化の個人主義化が、対人関係や幸

福感にどのような影響を与えているか、特に個人主義化に伴う不適応問題を検討してき

た（レビューとして, Ogihara, 20173）。 

 
‡ 実際には、各プロジェクトは独立したものではなく、各研究は複数のプロジェクトに含まれう
るが、本論文では可能な限りどれかひとつのプロジェクトに属するものとして説明した。 

文化の変容が心理に与える影響
（特に、日本文化の個人主義化に伴う不適応問題）

自尊心の年齢差名前文化の変容

連携プロジェクト

中核プロジェクト
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日本とアメリカで個人主義傾向・親しい友人の数、主観的幸福感の関連を調べたとこ

ろ、日本では、個人主義傾向が友人の数や主観的幸福感と負の関連が見られるのに対し

て、アメリカではそうした関連が見られなかった（Ogihara & Uchida, 20144）。さらに、日

本において個人主義という概念がどのように捉えられているかを検討したところ、「独立」

や「自由」をもたらすポジティブな要素だけでなく、「良好な対人関係を損なうもの」と

いうネガティブな要素も同時に認識されており、結果としてニュートラルに捉えられて

いることを明らかにした（Ogihara et al., 20145）。 

また、日本の変化と比較しながら、グローバル化が進むブータンにおける、幸福感や対

人関係についての考察も行った（荻原, 20136）。 

 

２．位置づけ 

著者の中核のプロジェクトである。以下で説明する文化の変容プロジェクトとも密接

に関連しているが、このプロジェクトは特に、変容そのものよりも、その変容を背景とし

て、現在の日本で生じている現象に焦点を当てている。 

現代の日本人や日本社会・文化について理解するためには、過去との比較という縦の視

点と、他国・他文化との比較という横の視点を持つことが重要である。現在の自分そのも

のや、自分を取り囲む環境は、「当たり前」の存在になっていることが多いため、個別性

や特殊性があったとしてもそれに気がつきにくく、その性質や特徴を理解しづらいこと

がある。その「当たり前」は、過去や他国・他文化と比較することで浮き彫りになり、理

解が促進されることがある§。 

しかし、以下で述べる通り、文化の変容が心理に与える影響を明らかにするためには、

文化の変容も、対象となる心理においても、その基礎となるエビデンスが十分とは言えな

いことが多かった。そのため、以下の連携プロジェクトを行ってきた。 

 

Ⅱ．文化の変容 

１．概要 

このプロジェクトでは、文化の変容に関する基礎的な研究を行ってきた（レビューとし

て、Ogihara, 20173, 2018a7; 荻原, 20258）。まず、日本において個性的な名前が増えている

ことを実証し、日本文化の個人主義化を示した（Ogihara, 2021a9, 2022a10; Ogihara et al., 

201511; Ogihara & Ito, 202212; レビューとして, Ogihara, 2025d13; 荻原, 2023a14, 20258）。ま

た、中国（Ogihara, 2020d15, 2023b16）やフランス（Ogihara, in press17）など、他文化にお

ける個性的な名前の増加についても議論した。さらに、個性的な名前だけでなく、個性的

な犬種を家庭動物として選択する傾向が高まっていることからも、個人主義化を示した

（Ogihara & Uchida, 202418）。 

 
§ 本論文の目的は、著者の研究プロジェクトの概要を説明することであるため、研究アプローチ
の詳細については、別の機会に行うこととする。 
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個性に着目した検討だけでなく、独立性・自立性に着目した検討も行ってきた。日本

（Ogihara, 2018b19）と中国（Ogihara, 2023a20）の家族構造を分析し、人々が家族集団から

独立して生活する傾向が高まっていることを示し、個人主義化を実証した。 

加えて、個人主義化だけでなく、他の種類の文化変容についても検討してきた。日本に

おいて、自尊心が経時的に低下していることを示した（Ogihara, 2016b21; Ogihara et al., 

201622; 荻原, 201823）。また、日本で個人主義と関連がある成果主義制度が増加している

ことも示した（荻原, 201724）。 

さらに、文化の変容を検討する手法として、新聞データベースを用いて変化を定量化す

る方法を提案し（Ogihara, 202425, 2025b26）、実践してきた（Ogihara & Uchida, 202418）。 

 

２．位置づけ 

中核プロジェクトは文化の変容が心理に与える影響を明らかにすることであるが、そ

の研究を進めるために必要な情報や知見を提供するための連携プロジェクトと言える。

中核プロジェクトの考察や解釈をより的確に、より深く・広くするためにも必要なプロジ

ェクトである。連携プロジェクトの中でも最もリソースを割いてきたプロジェクトでも

ある。 

心理学は、調査や実験、面接、観察など、「現在の」心理を検討することが多く、過去

に戻ってこうした検討を行うことはできないため、基本的には時間の要素と相性があま

り良くない。そのため、文化の変容という時間軸を考慮した取組は、心理学においても以

前と比べると増えている**ように感じられるが、それでも十分とは言い難い。実際に、日

本人の心理・行動傾向がどのように変化しているかといったトピックについて、エビデン

スを基に議論・考察しているものは多くはない。 

 

Ⅲ．名前 

１．概要 

このプロジェクトでは、名前に関する基礎研究を行ってきた（レビューとして , 荻原 , 

2023a14, 20258; Ogihara, 2025d13）。特に、個性的な名前に関する基礎的な研究を行い、さら

により基盤となる、個性的な名前に限らない名前全体の研究も行ってきた。名前を用いて

文化の変容を検討した研究は、2 章に含めている。 

個性的な名前に関する研究として、まず近年の日本における個性的な名前の特徴と類

型を整理した（荻原, 201527; Ogihara, 2021b28）。また、個性的な名前が個人主義傾向を反

映していること（Ogihara, 2023c29）や、名前の大衆性と多様性には負の関連があること

（Ogihara, 2025c30）も示した。さらに、世間一般で個性的な名前として扱われることが多

 
** 近年では、心理学における再現性の低さが問題視され、追試の重要性が高まってきた。その過
程で、過去のオリジナル研究と現在の追試研究の比較が行われ、時間による心理の変化について

も議論される機会が増えているように見える。 
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い「キラキラネーム」に関する研究も行い、定義（荻原, 2022a31, 2023b32）や表記（荻原, 

2023b32, 2023d33）、キラキラネームの頻度の変化（荻原, 2022b34）についても検討した。加

えて、より現代的・時事的な視点から、戸籍法改正が個性的な名前に与える影響（荻原 , 

2023c35）についても検討した。 

個性的な名前を検討するために、より基礎的な名前の研究として、個性的な名前を創り

上げる要因のひとつとなっている、日本の名前がいかに読むことが難しいか（Ogihara, 

2021c36, 2022d37; 荻原, 2022c38）についても実証的に検討した。また、中国・モンゴルに

おける民族と名前の関係（Ogihara, 2022c39）や名前を検討する際に重要となるデータの公

開（Ogihara, 2020a40, 2022b41, 2025a42）、アメリカ（Ogihara, 2021d43）と日本（荻原, 2022d44）

における名前データベースに関する情報の整理・公開も行ってきた。さらに、人間だけで

なく、Virtual Youtuber（VTuber）の名前（荻原, 202445）についても検討した。 

 

２．位置づけ 

中核プロジェクトである文化の変容が心理に与える影響及び、連携プロジェクトであ

る文化の変容に関する研究を進める上で、名前を対象に研究を行ってきた。その名前に関

して、土台となるべき基礎的な知見が、日本では十分には蓄積されていなかった。考察や

仮説はあるが、データに基づくエビデンスが十分でないことが多かった。 

また、名前そのものが魅力的な研究対象であったことも、研究を進めることとなった理

由のひとつである††。 

 

Ⅳ．自尊心の年齢差 

１．概要 

このプロジェクトでは、日本における自尊心の年齢差を明らかにしてきた。日本の 16

歳の青年から 88 歳の高齢者における自尊心の年齢差について検討し、青年で低く、成人

から高齢者まで徐々に高くなっていることを示した（Ogihara & Kusumi, 202046）。さらに、

自尊心の一要素である自己好意（self-liking）が、小学生で高く、中学生・高校生は低く、

その後 60 代まで年齢が高い程、自己好意が高いことを示した（Ogihara, 2016a47; 荻原 , 

201823）。 

加えて、児童期から中年期までの年齢差のパターンは欧米の先行研究と一致していた

が、欧米文化における先行研究とは異なり、50 歳以降で自尊心が低いという傾向は見ら

れず、自尊心の発達的軌跡が文化によって異なる可能性を示した（Ogihara, 201948; Ogihara 

& Kusumi, 202047）。 

また、こうした年齢差のパターンに性差はほとんど見られず、男性と女性で一致してい

ることも示した（Ogihara, 2020c49; Ogihara & Kusumi, 202046）。 

 

 
†† その詳細については、紙面の制約の都合上、別の機会に行う。 
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２．位置づけ 

自尊心の年齢差については、文化の変容、特に自尊心の経時的変化の研究を実施する際

に必要であったことが、このプロジェクトを進めることになった理由のひとつであった。

自尊心の年齢差に関する研究は、海外では十分な蓄積があったが、日本では十分に検討さ

れていなかった。 

また、時代の変化という時間軸に加えて、人の一生における変化という異なる時間軸に

ついても視野に入れて検証したかった。さらに、年齢差は、性差と並んで、心理の個人差

を説明する代表的な基礎的変数でもあり、自尊心の理解のためには重要な変数であった

ことも関係している。 

連携プロジェクトの中では最も規模が小さく、対象としている現象の幅も狭い。 

 

Ⅴ．まとめ 

本論文では、著者が筆頭研究者としてこれまで行ってきた、複数の研究プロジェクトの

概要を説明し、その相互の関連を整理した。まとめると、中核のプロジェクトは、文化の

変容が心理に与える影響、特に日本文化の個人主義化が人々の対人関係や幸福感に与え

る影響を明らかにすることである。そのために、文化の変容・名前・自尊心の年齢差に関

する研究を連携プロジェクトとして行ってきた。 
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